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目

次

て

ほ

し

お

き

=
、
4
一音
注
に
中世
ら
ほ
れ
た
和
膏
と
呉
音
と
の
差
異

=一
、

三
内
接
着
の
褒
化
よ
り
町朝
食
和一
音
の
性
格

図
、

む

す

び

例へ
ば
観
智
院
本
類
褒
名
義
抄
を
開
け
て
み
る
と、

製禾リヨウ
リウ
熱泳ヰイ
傍
受

の
や
う
に
和
音
と
題
さ
れ
た
字
音
注
が
総
数
約一
千
四
百
例
程
見
当
る。

量目
注
と
し
て
見
れ
ば
漢
字
で一示
さ
う
と
仮
名で一訴
さ
う
と
字
音
その
もの

に
相
違
は
ない
の
で
あ
る
の
に、
多
く
仮
名で
示
さ
れ
た
字
音注
が
何
故

和
音と
題
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
かっ
た
の
で
あ
ら
う。
和
音
と
は
果し

て
何
が。

亀
井
孝
氏
は
嘗て
上
代
和
音に
つ
い
て
万
葉
仮
名を
以
て
注
し
た
所の

日
本
語
本
位
の
字
音で
あ
る
と
言は
れ(調暗記醐
笥)
こ
れ
に
対
す
る一

部の
卓
見
を
会
け
に
さ
れ
た
の
で
あっ
た
が、
字
書
類
に
於
け
る
和
音を

丈
も
の
は
串か
だ
然ν
ゃ
う
で
あ
る。
主
も
そ
の
外
に、
我

士口

金

彦

田

題
独
自の
当
時の
慣
用
音と
さ
れ
る
山
田
孝
雄
博士
や
(醐櫛ω
勲一蹴制→

初)、
中
薗一音
韻
史
的に
み
て
唐
土
の
呉
音で
あ
る
之
さ
れ
た
有
坂
秀
世

博士
の
御
高
訟
も(州
経嫡)
あっ
て、
その
論
ぜ
ら
れ
る
範
囲に
於
て
誤

り
は
無い
と
恩は
れる
が、
字
書
を
論じ
よ
う
と
す
る
に
当
り、
その
字

一音を
具
体
的に
且つ
総
合
的に
考へ
る
時
は、
ぞ
れ
に
は
猶
不
満
を
感
ぜ

ざ
る
を
得
ない。

例へ
ば、
韻
鏡
関
陣一
等の「
綴」
と
同
群
な
るべ
き「
製」
は
当
然
果

音
はル
の
仮
名で
示
さ
れ
る
筈
な
の
に
和
音
注
は
例一示
の
如
く「川内ゥ」

で
あ
る
か
ら、
合
轄三
等
「
龍」
に
属
す
事に
な
り、
こ
れ
は
古
来の
誇

音
義
点
本
な
ど
私
の
見
た
範
囲で
は
皆
さ
う
で
あ
る。
こ
れ
に
つ
い
τ
釈

文
雄
もいっ
た
や
う
に
「
龍
ノ
音ナ
ル
ペ
シ
ト
恩ヘ
ル
ノ
謬」
ハ三
音豆

諮υ
と
し
て
俗
音
と
すべ
き
で
あ
ら
う
か、
否
か。
叉、
「
熱」
の
や
う

に
酵
韻
に
属
する
「
緊
投
悦
獣」
の
諮
字
及
ぶ
屑
韻の
「
頁」、
勲
韻の

「
援」
等の墨田
注
の
終
の
仮
名は
チ
で
は
な
く
て
悉
《へ
・イ・
エ
イ・
セ

イ・
セ
イ・
ケ
イ・
サ
イ
な
ど
イ
と
なっ
て
ゐ
る
の
は
何
故
だ
ら
う。
一

般に
漢
音刷、
呉
音凶，
と
し
て
怨
は
れ
る
此
種の
額
は
現
代
中
園
方
言で

ス
声の
消
失し
た
もの
が
多
く、
カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏の
字
棄
を
み
る
と
入

声
の
存
す
る
の
は
安
陣、
障問、束、
願
州の
路
地
方の
み
を
あ
る。
AZ
Jも障問
以
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品別の
漢
普
代に
は
祭
家
主べ療の一
四
議
が
道
局
さ
れ
て
を
h，、
当
時の
詩
賦

に
よ
れ
ば
更に
局末
民間
際の
批・叫に
遁
用し
て
ゐた
と
満
岡
新
造
博士
は

言
は
れ
る
(
向
時H)。
名
義
抄の
和
音が
陪
唐
音
を
写
し
た
の
な
ら
チ
で

あ
る
べ
き
な
の
に
事
実
は
さ
う
で
な
い
の
は、
東L
て
上
記の
古
韻
に
由

来
す
る
もの
か、
叉
は
尾
子呈日の
軽
徴
な
発
声
の
穏
に
ス
声
の
表
記
さ
れ

な
かっ
た
事
象
な
の
で
あ
ら
う
か。
叉
「
倍」
は
回室田バ
イ
な
の
に
和
音

ケ
ケ
コウコ
，ヂ

はへ
と
あっ
て、
計
繁
歎
英
日
等
推
古
期
以
来の
宙開業
仮
名に
み
ら
れ
る

古品目の一
群
を
な
す
もの
で
あ
り、
叉
漢
訳
焚
語
君田の
停っ
た
と
思
は
れ

ク
ケ
ケ
ケ
ケ
シヤルミ守グ

る
鼓
偽
磁
稽
戯
裟
廃
窺
等
も
存
在
す
る
の
で
あ
る。
和
音は
当
然
その
源

流
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ない
の
で
あ
る。
そ
し
て、
英一菅か
ら
来た
か
漢

トムFaJコチコ
コ

一苦か
ら
来
た
か
分
ら
ぬ
様
な
本
邦
独
自の
慣
用
音、
例へ
ば
兜
焚
帥川
護
牛

配

影

駅

中川町附

腕

肱

託

先一

貯

杭

な

ど

は

勿

論

和

音

と

題

さ

れ

て
一

番

好

都

合

で
あ
る
か
ら
そ
れ
は
良い
と
し
て、
事」笑
は
以
上
の
如
く
そ
れ
以
外の
多

種
な
梼
相
を
持っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る。
和
記一日の呈国
債
に
描配
管系が
を
体の

八
%
を
占め
る
の
に
比べ
て
英王日
系が
大
部
分
で
あ
る
と
は
言へ、
和
音

の
持つ
歴
史
的
な
背
去
と
そ
れ
が
包
含
す
る
内
容と
は
極
め
て
複
雑
な
性

格
を
有
す
る
もの
と
考へ
ね
ば
な
ら
ぬ。
そ
し
て
叉
和
音
注の
形
式
も、

上
代の
もの
や
新
撰
字
鏡の
場
合
と
違っ
て
仮
名の
み
な
ら
ず
漢
字一
字

の
類
一晋で一示
さ
れ
た
もの
が
あ
り、
表
現
形
式の
上
か
ら
も一
律に
限
定

し
て
定
義
を
下
す
事は
出
旅
ない。
従っ
て、
私
は
裁
に
名
義
抄
成
立の

背
景
を
た
え
ず
考
慮
し
つ
L、
英一音と
の
差
異
や
尾
子
音の
性
絡を
考
察

t、
和-
一菅
及
び
和
音
注
自
体の
意
義
を、
あ
る
が
まム
の
姿に
於
て
と
ら

へ
て
み
よ
う
と
思
ふ。
そ
し
て
こ
の
様
な
種
類の
字
書
を
研
究
す
る
上

に、
漢
字の畳間
注
方
法
が
如
何
に
な
さ
れて
ゐ
る
か
を
知る
事が
字・
審
成

立
ぬ
上
に

字
喬の
塑
形
的、な
すが
た
は、
例へ
ば
築
隷
蔦
象
名
義の
や
う
に
漢
字の

み
で一音
注
釈
義
さ
れ
た
もの
が
普
湿
で
あ
り、
仮
名の
和
訓
と
い
は
れ
る

もの
は
後か
ら
埼
補
さ
れ
た
と
考へ
ら
れ
な
く
も
な
い
か
ら、
音
注
形
式

の
究
明
は
直
接
に
字
讐の
成
立
を
内
部
徴
誼よ
り
知る
有
利
な'
方
法
な
の

市、
あ
る。

一一、

類
家
名義
抄
は
既に雪ロは
れ
て
ゐ
る
や
う
に
卒
安
朝
湿
の
辞
書、
音
義、

訓
点の
集
大
成
さ
れ
た一
大
字
書で
あ
る。
こ
の
字
書の
出
典
は
倭
名
抄

や
寓
象

査零を
基
礎
と
し
て

玉
筒
切
誤
等の
字
書
頭
副首や
主
と
し
て
法
華

経
を
中
心
と
す
る
内
外
音
義
その
他
成
警
な
ど
主
要
な
もの
だ
け
で
も
百

種
以
上
に
も
及ぷ
で
あ
ら
う。
今
和
音
注
及
び
呉昌日
注
に
つ
い
て

観
智
院

本
と
宮
内
省
本
と
比
較し
て
み
る
と、

ー(
常
注
反
叉
注一菅:・
禾
受
主，

ハ
観
法
上
ニ
六ぺU
­

血M誹-Ai-宋一広一菅
注
慈一玄
之
成
殊
遇
反:・
虞
云
受一玄
ハ図
t
四
五。へU

i一
白
脇陣反:・
禾ソ
ゥ

ー

ハ
観
法
中一
一
一。へυ

i
{
慈
疾
陵
反・:
玉一疋
似
登
反・:
直一
式ソ
ザ
ハ図

二
九
四ぺU

L一
子
欲
反・:
本一昌一国
入
声
叉
将
喰
反
呉
l
趣
ハ
観
法
上
七
言。へU

-
J
{
弘一
五
子
歓
反:・
宋一広
本
音
声:・
叉
将
験
反:・
公一広
音
趣

ハ
図

一
O
ニ
ぺ〉

f{一音
欣
J間関
音
欣
-

ハ
観
法
中一
O一。へU

'At{
観
例
経
欣一菅:・
公
云
音
欣

ハ図

二
三
九ペU.‘

の
如
く
一

今
合

致し
て
誤
差
は

な
い
か
ら
和
英
両
菅の
源
流
は
夫々
債

興、
公
任の
膏注に
基い
て
ゐ
る
事を
知る。
ハ良一
が
震
興、
公が
公
任
な
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る
事
は
図
書
察
本
に
よっ
て
明か
で
あ
る
J
尤
も
和
音
な
る
名
総
は
観
智

院
本
筆者の
さ
か
し
ら
で
生
じ
た
も
の
で
はな
く

濁
菅
原

啓日チ
ヨ

ク

(
図一
一-へ〉

‘
溜
類
云
淡一菅
際一玄
徒
壁
一一一衣
替一音

(
図
ニ
ニ
ご

の
如
く
み
え
る
か
ら
原
著
成
立
当
時
よ
り
の
存
在で
あっ
た
事
は
充
分
知

り
得
る
の
で
あ
る。
(
詩句
縁
結
方)
扱
絃
で

豆豆震の
墜
史
的
な
書

誌
的
な
考
察
も
述べ
ね
ば
な
ら
ぬ
が、
一
一総
省
略
す
る
事
と
し、
こ
の
両

菅
注
の
内
容
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
そ
れ
が
早
く
知
り
た
い。
音
注

に
関
す
る
限
り
観
智
院、
図
書
寮
両
本の
異
動
は
み
ら
れ
ない
か
ら、
今

完
本
で
あ
る
組閣
智
院
本
に
よっ
て
和一音
注
の
形
式
を
分
類
す
れ
ば
次の
還

り
に
な
る。

一、
片
仮
名に
よ
る
も
の、
例、
風禾7ゥ
肉
季
五

七
八
%

二、
類
菅
に
よ
る
もの

陸禾木
鍾禾積

一
一
μ

三、
上
字が
漢
字
に
よ
る
もの
豊禾復ウ
欣禾後ン

七
%

四、
四
声
や
清
濁
に
よ
る
も
の
牧禾阜
彫禾テウ日間

四
%

こ
れ
に
対
す
品
果
音
注
は
殆
ど
類
君国
表
記
で、
仮
名に
よ
る
も
の
は
二一一一

の
例
外-ハ
魁大以、
眼下政、
演火ィ、
藍ケ千
等υ
で
あ
り、
すべ
て一
九

O
例
程
見
出
さ
れ
る。
そ
こ
で
思
ひ
出
さ
れ
る
の
は
新
撰
字
鏡の
和一音
注

で
あっ
て
蔦
業
仮
名に
よ
る
反
切
的
菅
注
で
あっ
た
の
に
対し、
こ
L
で

は
片
仮
名に
よ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く、
叉
前
者
に
ない
呉
音
注
が
あ

ら
は
れ
て
ゐ
る。
新
僕
字
鏡
に
現
れ
ず
し
て
名義
抄
に
呉
音
注
が
あ
ら
は

れ
た
と
い
ふ
事
は、

患
な
る
存
在
の

有
無
で
は
勿
論
無
〈
、

反
省
じ

論
議

さ
る
べ

き
必
然
性
が
あ
O

た
日

つ
の

鐙
拠
で
あ
る
。

新
撰
字
続
成
立
後
ま

h-
nv
、

年
後の
明
党
も
「
果
音
多
分
奥-一
和
音一
同」
と
い
っ・た
言
葉
は
人の
よ
く

知
る
所
で
あ
る
が、
当
時
正
菅
と
し
て
奨
励
さ
れ
た
漢
音に
対
立
し
て
和

音に
良
〈
似
て
ゐ
る
と
言は
れ
た
英語日
は、
士口
〈
払職
人
さ
れ
た
外
来
雪

||
呉
音
||
即
ち
和
音と
は
別
な
もの
で
あっ
た
が
放
に、
か
や
う
に

言は
れ
た
の
で
あっ
て、
彼
等
は
卒
安
朝
に
於
げ
る
自
分
這
の
英
一音一の
み

所
謂
「
突
音」
と
紘
し、
そ
れ
以
外の
古
〈
停っ
た
呉
音は
英一菅
と
呼
ば

ず
に
「
和
音」
と
し
て
区
別
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る。
然
ら
ば
喫
し
て

ど
の
様
な
差が
あっ
た
だ
ら
う
か。
そ
こ
に
は
当
然、
古
く
係っ
て
我

・
図
で
和
音
化
し
た
英語日と、
変
遷
し
な
が
ら
も
本
場
の
唐
土
に
在っ
て
卒

安
朝
に
なっ
て
か
ら
係っ
て
来
た
果
音と
の
相
蓬
が
あっ
た
餐
で
あ
る

が、一万
来
同
じ
源
流の
外
来
菅
で
あ
り、
叉
受
ス
側の
本
邦
人
は
異
質
言

語
者
で
あっ
た
か
ら
容
易に
聴
取
し
得
ず、
叉
聴
取
し
得
て
も
その
表
現

ハ
発
音)に
し
て
は
恐
ら
く
実
質
的
に
和
音と
同一
の
もの
に
帰
し
た
で
あ

ら
う。
従っ
て
今
我々
が
その
差
を
残
さ
れ
た
文
字
表
記
に
よっ
て
辿っ

て
み
て
も
得
る
所
多
か
ら
ざ
る
は
百
も
知っ
て
ゐ
る。
し
か
し
幸
ひ
弦
に

残
さ
れ
た
和
英
雨量日
注
の
中、
類
音
表
記
は
僚
件
を
同
じ
う
し
て
ゐ
る
か

ら
此の
漢
字
這
ひ
の
音
注
方
法
を
調べ
ざ
る
を
え
な
い。
此の
両墨田が
和

製
で
あ
る
こ
と
は
第一
撰
者
に
よっ
て
も
分
る
が、
漢
字の
子
音が
同
用

.
さ
れ
て
了っ
て
ゐ
る
事
に
よっ
て
極
め
て
明
白
で
あ
る。
例へ
ば、
「
綴」

(時)
に
「
貧」
(輔)、
「
呑」
(憾)
に
「
教」
(叫)
の
和墨田
注、「
撲」
(時)

に
「
惇」
(時)、
「
鵬」
(醐)
に
「
徴」
(蜘)
の
墨田
注
の
如
く
清、
次

清
岡
管
に

区
別
が

無
く、

「
肱
」
(
帆
)
に

「
洪」
(
輔
)
、

「
傾
」
(
憾
)
に
「
況
」

(
暢
)
の

和
音
注、
「
様
」
(
悦
)
に

「
漢
」
(
糊
)、
「
拘
」
(
略
)

に

「
候
」

)

の
奏
普
往の
劃
〈
軍司、

ぇ『
鼻炉

「
宮跡」
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E
へ
きの
和
室、「
刺」
へ
警に
「
望

書

ヘ拘)
に

「一陥畑正
(時)
の
呉足首
注の
如
く
破
擦
語臣、
障
録
音の
区
別が
無い

歯一音
は
殆
ど
清
音
と
な
る
が
如
きで、
此
等は
さ
し
あ
た
り
我が
字
音の

源
流
に
なっ
た
陪
酎豊田に
は
普
湿
に
いっ
て
無い
現
象
な
の
で
あ
る。
此

等の
和
製の
和
英
両一一羽田
注
の
漢
字
を一
つ
yi
度
額
に
比べ
て
子
音
や
母

一音の
合
致
する
か
否
か
を
調
査
し
て
み
た。
そ
し
て
その
漢
字
使
用の
吠

況
を
数
的に
み
る
と、
被
注
字
と
注
字
と
の
関
係が
同
額
で
あ
る
もの
は、

和
管去一
%、
英一音
四一
μ、
異
議
と
な
る
、もの
は
和
一昌一回
四
九
〆
英一音
五

九
%
で、
不
思
議
な
事に
和墨田は
同
韻
に
於
て
臭一音
は
異
韻
に
於
て
互
に

一
O
M戸
多い
と
い
ふ
結
果で
あ
る。
即
ち
被
注
字の
韻
に
合
致し
ない
韻

で
注
し
た
もの
が
呉
音に
多
く
和一一菅に
少い
訳
で、
向
子
管
中
に
於
て
ん

和
管は
異
韻
に、
呉昌日
は
同
額
に
於
て
最
も
率が
低い
の
で
る
る。
湿
韻

や
聴
韻
が
あっ
て
韻
自の
攻。り
方に
よ
り
多
少の
異
同
も
当
然で
あ
ら
う

か
ら、
此の
結
果を
疑
ふ
人
が
φめ
る
か
も
し
れ
ぬ
が、
し
か
し
提出
頭
を
媒

介
と
し
て
求
め
得
ら
れ
る
異
同の
穴
要の
結
論
は、
誌が
調
査
し
て
も
こ

の
様に
な
る
の
で
あ
り、
此の
事
実
は
二
際
漢
字
分
類
に
於
け
る
和
英
両

菅の
互
差
で
あ
る
に
間
違
ひ
は
ない。
次に
韻
は
全
体
的に
大
体
韻
鏡の

稿
自
に
準
じ
て
要
嬬
さ
れ、
夫々
の
群
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が、
偲

偲
的に
注
し
方を
見
る
と
相
濯
が
見
曲
さ
れ
る。
即
ち、
至」
(糊)
は

「
溺」
「
氏」
「
趣」
(糊)
「
欣」
(肘)
「
臭」
(問)
等に、
「
之」
(舵)
は

「
智」
(伽)
「
磐」
(蜘)
選」
(舵)
等に
和
菅
は一
字
を
以
て
数
多
の

韻
を
注
する
が、
呉昌
旦じ
は
「
敏」
(鯨)
に
「
智」
(
純)、
「
刺」(
柑)
に

「
志」
(
号、
「
琢」(榔)
に
「
奔」
(鮎)、
「
奔」(慨)
に「
陵」(融)、
「
貧」

(恥)、
「
腎」
(齢)
に
「
篤」
(柑)
と
言
ふ
様
に、
比
般
的
同
声
門で一
つ

惜珂注
さ
れ
る
傾
向が
あ
る・
と
れ
も
わづ
か
な
現
象
で
は
あ
る
が、

h

の
頭
字
は
和
音よ
り
呉
音が
被
注
字に
近
〈
動い
て
ゐ
る
と
い
ふ
事を
示

し
て
ゐ
る。
・次に
注
字の
四隅に
付
さ
れ
た
米
点は、
左
下か
ら
左
上へ

と
順に
卒
上
去
ス
の
四
声
点で
あ
る
と
見
て
よ
い
か
ら、
こ
れ
ら
和
呉
向

車日の
四
声
と
額
饗に
分
け
ら
れ
た
回
声
と
の
関
係
を
調べ
て
ま
と
め
て
み

る
と、ー、

和
音に
於
て
は
平
声
は
卒
声へ、
去
声
は
卒
声へ
夫九ベ
一夜
注
字

の
四
声
の
ご
僚に
相
当
し
て
変
動
し
て
ゐ
る。

2、
英量日に
於
て
は
卒
声
も
去
声
も
被
注
字の
四
声
を
守
り、
反
対

の
四
声
に
変
動
する
の
は
自
ら
の
四
声の
約
卒数で
あ
る・。

3、
上
声
は
和
英
両君日
共に
自
ら
の
四
声
に
止
る
もの
は
少い
が、

回目
菅が
税
多
〈
去
筒J
に
変
動
する
に
対
し
て、
和
音
は
殆
ど
七
倍

が
卒
声
に
変
動
する。

こ
れ
が
四
声
に
於
け
る
両
昔、注の
比
帥略的
変
動の
相
違
で
あ
る。
御
家
俸

承の
限蓋自の
四
戸
は、
庚
議
な
ど
切
韻
系の
誤
警に一氷
さ
れる
漢呈自の
四

声
と
輔聞
き
を
大い
に
具に
し
て
を
り、
漢呈自の
卒
声
は
呉
音で
は
上
去
両

声へ、
漢
音の
よ
去
両
声
は
呉昌国の
卒
声
に
な
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る。
こ

の
説
明の
こ
L
に
関
係が
深
〈
最
も
信
ずべ
き
記
録
は
法
華
経
釈
文
程
上

の
表
紙
裏
に
警か
れた、

鮒
罰則
一問
〉
管

室内ノ
字円
糊
周
一時
間，一円
上
去
字
樹
鴨
神

で
あっ
て、
右の
調
査の
事
実
と
符
合
す
る
もの
で
あ
る。
宿泊に
こ
の
結

果を
前の
韻の
回世
間と
刻
隠
し
綜
合し
て
考へ
得
ら
れ
る
事
は、
和
管は

額の
変
動
よ
り
も
四
声
の
変
動が
多
〈、
英
一菅は
四請
の
変
動
よ
り
込
韻
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の

変

動

が

多

い

と

い

ふ

相

対

的

な

関

係

で

あ

る

。

表

記

の

み

を

た

よ

り

に

し

た

素

朴

な

覚

策

な

い

調

査

で

は

あ

る

が

、

私

は

と

も

か

く

此

の

結

論

を

よ

く

記

憶

し

て

お

か

う

と

思

ふ

。

和

音

の

四

声

に

つ

い

て

、

承

暦

本

金

光

明

最

勝

王

経

管裁

に

、

「

和

雪

上

声

去

声

随

使

相

蓮

」

と

あ

る

が

、

こ

れ

は

卒

去

両

声

の

対

際

的

な

変

動

並

び

に

上

声

の

恒

常

的

な

卒

声

変

動

の

事

情

に

対

し

て

、

上

声

は

「

随
ν

便

」

で

な

け

れ

ば

去

声

に

変

動

し

な

か

っ

た

事

を

説

明

す

る

も

の

で

あ

る

。

承

暦

本

音義

の

四

声

も

名義

抄

に

於

け

る

漢

字

和
一

菅

の

四

声

と

同

様

に

和

製

で

あ

る

が

、

字

教

が

少

い

の

で

今
、

保

延

本

法

華

経

皐

字

の

引

用

が

許

さ

れ

る

な

ら

ば
、

そ

の

音

注

の

和

製

の

反

切

に

於

け

る

声

点

を

類

探

し

て

得

た

結

果

は

次

の

湿

り

で

あ

る

。

ー

、

庚

韻

宅

の

卒

声

は

保

延

本

の

去

声

へ

六

O

M戸

、

平

声

へ

二

五

%

\

上

声

へ

一

主

%

変

動

す

る

。

2

、

慶
一

韻

の

去

声

は

保

延

本

の

卒

声

へ

七
一
一
一

%

、

去

声

へ

一

一

一

一

%

、

上

声

へ

五

%

変

動

す

る

。

3

、

民

韻

の

上

声

は

保

延

本

の

卒

声

へ

七

五

%

、

去

声

へ

一

九

M戸

、
.

上

声

へ

六

%

変

動

す

る

。

こ

れ

を

名

義

抄

の

場

合

に

比

較

す

る

と

、

保

延

本

の

四

声

は

名義

抄

の

果

音

よ

り

も

む

し

ろ

和

一昌一回

の

方

に

合

致

す

る

事

を

知

る

の

で

あ

る

。

即

ち

教

に

、

名義

抄

の

漢

字

表

記

に

よ

る

和
一

音

の

四

音

の

四

声

は

、

法

華

経

所

俸

の

慣

用

呉

昌

自

に

於

け

る

四

声

と

記

載

の

統

計

的

に

は

同

一

な

の

で

あ

っ

た

。

こ

れ

は

、

当

時

の

mw家

に

於

け

る

呉

音

と

云

は

れ

た

所

諸

事

菅

は

既

に

事

実
上
和
音
で
あ
っ
た
の
で
あ
り、

そ
れ
に
対
立
す
ベ
臭
管
と
い
ふ
も
の
が

ら
れ
てz、

そ
の
差
別
の
残
存
し
た
事
を
怪
し
て
ゐ

る

の

で

あ

る

。

そ

こ

で

少

く

と

も

和

英

雨

量

日

注

の

源

流

と

な

っ

た

良

典

及

び

公

任

の

音義

に

就

い

て

述
。

へ

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

訳

で

あ

る

が

、

今

私

は

裁

で

詳

細

論

述

す

る

事

は

論

題

を

著

し

く

外

し

又

当

を

失

す

る

の

で

弦

で

は

触
れ

な

い

事

と
す

る。
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和

王

国

の

性

格

を

明

か

に

す

る

他

の

一

つ

は

三

円

援

品

目

で

あ

る

。

そ

れ

は

即

ち

「

漢

字

音

尾

A
m
v

《
n
V

A

B
V

は

和

一昌一日

と

い

ふ

名

称

が

用

ゐ

ら

れ

て

ゐ

る

限

り

そ

の

区

別

は

保

た

れ

て

ゐ

た

」

と

い

ふ

事

で

あ

る

。

・

即

ち

鶴

智

院

本

や

遼

成

院

本

で

は

既

に

識

別

が

消

失

し

て

ゐ

る

け
、

れ

ど

も

、

図

書

察

本

や

高

山

寺

本

で

は

明

瞭

な

識

別

が

存

在

す

る

。

例

へ

ば

図

諮問

察

本

で

ま、
A
m
v

僚
声
ム

機
ケ
ム

巌
カ
ム

惨
ジ
ム

流
ア
ム

A
n
v

博
タ
ン

慾
ケ
ン

環
タ
ヱ
ン

務
シ
ン

総
リ
ン

《

n勺
》

紅
F」
ウ

涌
ユ」
ウ

坑
キ
ヤ
ザ

袋
シ

ヤ山ソ

忘
マ

ド

統
ツ
ゲ

ト
ウ

の

如

く

で

あ

る

。

殊

に

注

意

す

べ

き

は

、

《

司
》

に

於

て

-V

の

右

肩

に

」

な

る

注

意

符

号

が

附

さ

れ

て

ゐ

る

。

こ

れ

は

汐

が

〔

U

〕

に

非

ず

し

て

〔
N

U

〕

の

や

う

な

扱

菅

な

る

官民-を
示

す

篤

の

も

の

で

あ

る

。

然

る

に

こ

の

」

が

諸

島

の

み

な

ら

ず

顕

子

音

の

方

に

も

付

け

ら

れ

て

ゐ

る

。

即

ち

、

」

」

」

」

」

」

惣

ご

駁
ハ
チ

濁
ヰ
ヨ
タ

詞
シ

漁
ι

ョ

陳
千
ン

等

の

如

く

菅注

の

始

め

の

仮

名

の

右

肩

に

も

存

す

る

の

で

あ

る

。

こ

れ

ら

は

何

れ

も

濁
一

音

叉

は

清

濁

音

で

あ

る

か

ら

ハ

尤

も

涯

は

次

清

音

で

ら

る

が

ハ
ム
は
濁
ら
ず
ホ
ム
の
方
に
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
υ

そ
れ
を一
黙
す
穏
に
も
用

ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
る。

削即
ち
}

方
に
於
て
鍍
ね
る
昔、

他
方
に
於
い
て
罰



る
音につ
け
ら
れた
事のおベ
遜
点を
音声
現
象よ
り
求め
れば、
鼻呂田
的

ひ
たい。
こ
れは
・もう
慨に一
つ
の
定
説だ
ら
うが
問題は
その
次に
あ.

な
る
事
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い。
余
計
な
事で
あ
る
がし
此
様
な
現
象
を
点

る
の
で
あっ
て、
その
様
な
表
記
は
今
借一
部の
意
識
的
所
産
だ
か
ら一

本
に
求
め
れ
ば、
一や
安
朝
後
卒
期の
加
点の
もの
に
多
く
見
出
さ
れ
る。

一般一音
韻
と
は
別
で
あ
る
と
し
様A
な
用
例
を一
律に
と
り
ム
げて
混
乱
を

例へ
ば、
仁
和
寺
塔
中
臓
の
諸
経
要
集
第
十
八
径の
朱
点
は
殻
需が
ない

設か
れ
る
立
場
と
方
法
と
で
あ
る。
私
は
その
ゆに
多
くの
矛
盾
を
見
出

け
れ
ど
も
喜
多
院
点
で
あっ
て
字
音
仮
名
遣
は
正
し
い。
そ
し
て
三
内
援

す。
こ
と
い
や
し
く
も
点
本に
関
し
て
論ず
る
限
り
は
字
音と
闇
語音、

音
も-
非
常に
明
瞭
な
表
記
を
とっ
て
を
り、「
昭悦
務
傍
受
容
掠」
等の
如
き。

時
代と
加
点者
の
関
係
を
判
然と
識
別
し
て
取
扱
は
ね
ば
な
ら
ぬ
し、
又

・
字の《
qv
に
用
ゐ
ら
れ
た
ウ
の
右
側に
つ
け
ら
れ
た
」
は
図
書
察
本
と

意
識
的で
あ
る
の
は
性
絡
と
し
て
本
来
具
有
の
もの
なの
で
あ
る
か
ら。

を
く
同
様
に
頭
子一菅の
濁
音
及
び
清
濁一音に
も
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
ハ
蹴
喉

一一一
内
接
音に
つ
い
て
は
従
来
色々
と一去
は
れ
て
も
来
た
が、
最
近
で
は

殻
傍
暴
働
眺
滞
等の
等の
字)。
そ
し
て
又
」
は
字
音に
つ
い
て
の
み
な

橋
本
態
吉
博士
の
御
読(捌4鵬)
が
最
良
で
あ
ら
う。
私
の
考
も
博
士
と

砂
ず
国
語
音に
も
用
ゐ
ら
れ、
「
埠ウツタカジ」
「
銀ノホキリ」
の
ッ、
ホ

大
体
同じ
で
は
あ
る
が、
少
し
補
ひ
っ
L
私
見
を
の
べ
て
み
る。
先
づ
平

に
也つ
い
て
ゐ
る。
図
管
出張
本
も
同じ
く
「
墜コホヅ」
の
ホ
に
つ
い
て
ゐ

安
初
期、泡の
識
別
は
表
記の
勤
務が
ない
事に
よ
り、
母国
観
上
の一
定の

る
の
で
あ
る。
少
し
測っ
て
天
暦
噴
加
点
と
思
は
れ
る
輿
筆
寺
獄
中〈
唐
西

自
然
な
約
束
に
よっ
て
繋
き
分
け
ら
れ
た
事が
わ
か
る。
こ
れ
は
或
程
度

日明
記
第
十二
径の
訓
点に
就い
て
も
こ
の
識
別
が
認
め
ら
れ
る。
こ
の
朱

無
理
を
し
た
表
記で
あっ
て、
こ
れ
を
以
て
極
長
初の
発一菅が
表
毘
湿
り

:

点
は
天
仁
波
流
点
で
あ
る
が、
そ
れ
よ
り
後と
み
え
る
農点に
於
い
て

ァに、
原
音
的に
〔
m〕
〔n〕〔
司〕
と一式
は
れ
た
か
純
図
語
的
に
〔刷〕

γ
は、
鼻
音
と
な
る
もの
に
は
箪
点
符、
が
為
って、
《nv
《
OV
の
ウ
表

〔・m〕
〔
刊〕
と
云
は
れ
た
か
そ
れ
は
字
詰固に
関
す
る
限
り
水
掛
論
で
あ

日

記ハ子Uに
そ
れ
が
つ
け
ら
れ、
弼
奈
喜一
等の
注
の
子一音に
も
亦、
が
つ
は
る。
そ
れ
は
は
じ
め
て
表
記
し
た
現
象
と
を
発
音
し
た
現
象
と
を
完

往
い
て
ゐ
る。
此
点
本に
つ
い
て
は
嘗
て
吉
沢義
則
博士
が
は
じ
め
て
学
界
爪
的に
考へ
た
誤
謬
で
あっ
て、
表
記
は
音
韻
対
際
に
於
け
る
最
も
ず
れの

d白、

析
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
が、
簡
単に
す
ぎて
後
人の
引
用
す
る
者の
談
:
抵
抗の
少い
もの
を
選
ん
だ
と
い
ふ
だ
け
の
事で
あ
る。
こ
れ
を
普
遜、

か
り
易
く
こ
の
里氏
符、
の
注
意
を
忘
れ
主表
記
ハ
ご
を
以
て一菅
訟の
混

「
最
後の
子
音に
母
音E
U
を
加へ
てニ
ム
ヌ
叉
は
ギ
グ
の
如
き
別の一

冷

乱
を
訟か
れ
て
衆た
もの
で
あっ
た。
従っ
て
少
く
と
も
以
上
の
や
う
な

一音
節
と
する
か、
時に
は
全
く
子訪日
を
省
き
去っ
て
母
音で
終
る一菅
節
と
・

桝
資
斜
に
よっ
て
混
乱
を
云
ヱ3
る
事は
凡
そ
見
当
違
ひ
の
事
な
の
で
あ
る

し
て
之
を
取
ス
れ
た」{
線制)と
簡
単に一去
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る。
こ
の

議
ハ
叉
厳
密に
考へ
る
と
音
韻の
混
乱之
い
ふ
用
語は
学
術
的に
遜
当
で
な

様な
背
景
を
以
て
響か
れ
た
の
が
新
訳
護
般
絞
音
義
私
記に一
O
例、
新

mm
い)。
私の
結
論
を
卒
直に
云へ
ば、
私
の
見
た
点
本
資
料の
限
り
で
は

撲
字
鏡に
七
O
例
み
え
る
和
音
で
あっ
℃、
何
れ
も
官同業
仮
名に
よ
る
反
ω

望。
不
安
朝一
般
を
遁じ
叉
院
政
初
期
迄
也
こ
の
字呈日
識
別
は
存
在
し
た
と一民

切
的
脅
注
で
あ
る。
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《
司》

地
税
率
反

愉世都反

慈太伊一民
穿阿牟反

線
千
市街
反

の
や
う
に
字
鏡
で
は
は
っ

き
り
と
み
え
る
ハ
唯
一
つ
詑
牝
苧
反
は
扱
音
化
の

前
兆
と
し
て
良
き
例
外
だ
ら
う
〉。
叉

借用
語
と
し
て
早
く
圏
諸
脈
に
は
入

っ
た
倭
名
抄
等
に
み
え
る
字
音
誇の
表
記
も
そ
れ
で
あっ
て、
こ
与
に
第

一

次
の
園
喬一
音
へ
の

影響
が
文
字
に
固
定
し
た
姿
を
見
る
事
が
出
来
る
訳

な
の
で
あ
る
。
し
か
し
字
普
の
方、
営
者
の
世
界
で
は
盛
ん
に
原
音
の
学
習

に
努
力
し
た
か
ら
次
第
に
そ
ゆ
様
な
菅
に
も
慣
れ
て
或
程
度
は
大
陸
的
な

発一
音
も
出
衆
る
や
う
に
な
っ
た
。

殊
に
渓
訳
抽例
奥
を
日
時的
の
事
と
し
た
借

侶
間
に
於
て
は
仰
血〈
を
骨格
重
し一
音
韻
数
義
を
極
め
て
秘
侍
的
に
厳
正
に
授

受
し
た
か
ら
相
当
に
輸相越
も
し
て
来
た
事
で
あ
ら
う。
し
か
し一元
来
体
系

や
習
慣
の
根
本
的
に
柑
濯
す
る
築
資
言
語
の
音
韻
の
学
習
で
あ
っ
た
か
ら

第
一

歩
に
於
い
て
既
に
発
音
構
造
に
誤
差
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
し、

そ
の

後
如
何
に
正
確
な
努
力
が
続
け
ら
れ
て
も
自
ら
和
的
に
轄
静附
す
る
の
は一
音

藷
の
本
質
と
し
て
当
然
な
現
象
で
あ
っ
た
V

外
壁
音
の

熟語
と
轄
詑
と
は

相
件
ふ
も
の
で
あ
る
。

新訳
華
巌
経
一泊一日
義
私
記
に
は
、
前
記
の
和
音
の
外
に
・

和
音
と
題
せ
ぬ
事
実
上
和一
音
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、

古
写
経
の
常
と

し
て
誤
写
多
い
不
明
瞭
な
も
の
を
別
之
し
て
も
、
「
恋
利
引
反」
「
議
涜
純
一民
」

「
震
此
云
反
」
「
調
従
焚
広」

等
=
o
例
も
見
当
る
の
で
ら
る
。

こ
の
和
菅
と

注
さ
れ
ない
塑
音
こ
そ
突
に
後の
名
義
抄
に
現
れ
る
もの
に
近
づ
い
て
ゐ

る
の
で
あ
る。
そ
し
て
も
う
そ
れ
だ
け
で
流
ス
菅に
接
触
す
る
事
も
な
く

唯-
度
だ
け
の
刺
殺で
移q
たの
な
ら、
その
字
音
は
和
化
す
る
ま主
に

の

鎗鰭も
さ
穆
必
要で

は
な
かっ
た
ら
う
が、
例
数の
隆
盛に
伴
ひ
相
継い
で
積ら
さ
れ
た
音
韻

に
よ
づ
て
、

借
ス
意
識
は
自
覚
的
に
僚
度
に
高
め
ら
れ、

常
に
流
ス
菅
に

対
し
て
感
受
性
は
強
く
働い
て
ゐ
た
訳
で
あ
る。
その
よ
に
兎
彼
地自
身

に
於
け
る
音
韻
の
相
蓬
が
な
け
れ
ば
事は
穏
か
で
あ
る
が
事
実
は
然
ら

ず、

次
々
に
入
唐
し
た
学
僧
は
発
音
と
共
に
漢
字一
音
を
直
接
耳
に
し、

既

に
起
っ
て
ゐ
た
字
菅
自
体
の
変
遷
に
よ
る
対
訳
の
制
続
や、

我
々
自
身
の

轄
郭
雪
な
ど、

字
音
を
め
ぐ
っ
て
焚
漢
和
三
者
間
に
於
け
る
相
違
を
必
ず

や
自
覚
し
た
に
相
違
な
い
。

弦
に
和
音
な
る
も
の
を
は
っ
き
り
自
覚
し
和

音
と
い
ふ
名称
が
更
に
必
要
と
なっ
た
釈
で
あ
る。
つ
ま
り、
徹
底
的
に

俸
脅
し
よ
う
と
し
た
捷一
菅
を
読
み
謬
る
事
の
な
い
様
に
渓
英
同一
菅
と
の
差

異
を
知
る
事が
必
要
で
あ
り、
その
篤
塑
菅
な
る
名
称が
借
倒
向
で
取
上

げ
ら
れ
続け
た
の
で
あ
る。
こ
の
様に
考へ
ら
れ
る
の
は
根
拠の
ない
思

ひ
っ
き
で
は
な
く
皆
理
由
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
間
の
欣
況
は
怒
曇

の
諸
替
に
よ
っ
て
も
鏡
ふ
事、
が
出
来
る
。

例
へ
ば
新
掛
字
鎖
撰
遡
よ
り
約

三
Q
年
前
安
然
は
悉
曇
臓
に
宗
叡
和
上
の一
音
を
引
用
し
て
「
託
児一日開
門口」

「
試
銘州
時

計約山
呼」

等
を
記
載
し、
更
に
約
四
O
年
前
円
仁
は
在
唐
記
を

著
し
て
れ
マ
汽
叉
等
に
本
郷
字
音
加
陀
那
婆
等
を
宛
て
て
ゐ
る
が
何
れ
も

‘

和
音
に
外
な
ら
ぬ
。
叉
安
然
の
悉
曇
十
三
例
に
は
品目
主
交
丙
と
ミ
主
丸
一川、
、

双
山以
定
と
双
引払
定
等
を
例
示
し
発一ZE
A-
-
V
《
E
V
の
相
泡
を
続
い
て
子
母

両
菅の
変
化
を
云っ
て
ゐ
る
所に
「
然
億二
霊-
重賞一韻
各
具。
(榊)
或

一一A-一
介和
主蛍去一
或一X-一
計上
計去一
或一
亨一
介和平
計
主
故
注『一
強母国一
者
随

ν
聞
即
録。」

と
い
ふ
僚
が
あ
り、

叉
L
ハ
皿m
U

の
切
継
を
述
べ
て
、
「
今
玖

薩定明
者是略
呼也(榊)@
具足呼ν之一
子
裟羅明-
或
人亦一民二
沙留和普

輔自」
と、

3
2
警で
1・
2云ふ
す-
ぎ
てを
え
叉傘
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草案衆名義抄にみえる和音詑について

撃血畦の
「際司掌
阻害」
の
解
釈に
「蹟」
「
芥」
等の
漢
音
呉昌百
よ
ち
も

「
女」
の
「和
訓」
が一
審
近い
と
和
音
な
ら
ぬ
和
訓
泡
援
用
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る。
こ
れ
ら
の
諸
例
に
よっ
て
も
明
瞭
で
あ
る
様に
型
菅
は一
定

の
もの
を
表
し
て
ゐ
る
の
で
あっ
て、
和主日の
名
称
は
か
く
て
発
音時十
習

に
よっ
て
触
発
せ
ら
れ
その
反
省
と
対
照
と
の
下に
漢
呉
両
音
と
並
び
行

は
れ
た
もの
で
あっ
た。
か
の
三
七
O
例
に
及
ん
で
区
別
さ
れ
た
新
撰
字

鏡の
軍
一孟一回
借一音の一音
注
も
漢
字
本
表
の
反
切
音
を
正
音
と
す
る
に
対
し

て、
仮
借の
文
字
で
焚
一音一
を
注
し
た
反
切
を
借呈一日
と
する
内
典
音
義の
先

行
文
献よ
りの
引
用に
相
違
ない
事
を
思へ
ば
ハ
例へ
ば
悉
曇
臓
に
は
現

存
し
ない
飛
鳥
寺
信
行
や
謝
寺
窓
円
の
浬
繋
経
音
義
を
引い
て
あ
る
が、

そ
れ
に
は
E
借
両
腎が
区
別
さ
れ
て
あ
り、
借
一音一
は
何
れ
本
子
菅
は
同じ

だ
が
母
音が
遼
ふ
の
で
あ
るU
和
音
注
も
亦
略
同
様に
考へ
ら
れ
て
よ
い

で
あ
ら
う。
新
撰
字
鏡
等に
み
え
る
型菅
注の
成
立
の
地
盤を
以
上の
様

に
私
は
考へ
る。

扱
話を
も
ど
し
て、
卒
安
中
期
に
は
点
本の
字
音
符
号に
於
て
突に
様

様
な
表
記が
採ら
れ、
殊に
《n》
に
於
て
は
宮
沢
博士
もい
は
れ
た
様

に
十
種
以
上
込
見
え
る
に
至つ
て
は一戸田の
動
揺
と
み
て
よ
い
訳
で
あ
っ

て、
こ
の
刻
に
圏
諸
援
菅
は
成
立
し
た
とい
は
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る。
私

は
此
期の
点
本
字
音
を
類
表
し
て
《mv
《nv
《
BV
の一一一
者の
関
係
を

見
た
が、
表
記の
最
も
多
様
な
の
は
今
云っ
た
《nv
で
A
BV
が
之
に

次
ぎ《mv
は
略と
動
搭が
少い
と
い
ふ
事で
あっ
た。
の
み
な
ら
ず
各
個

の
女
献
に
就い
て
み
る
と《
qv《n》
両
者
同
用の
例
が
《m》〈nv
両

者の
肉
用
例
よ
り
も
多い
の
で
あ
る。ハ
そ
れが
明
瞭
で
ない
時
は、
加盟且固

に
流
用
さ
れ
て
ゐ
る
と
か、
少
数
だ
と
か
何
と
か
例
外
と
し
て
解
決が
つ

くU。
今
迄
公
表
さ
れて
ゐ
る
訴
点に
う
い
て
も一
度見
な
ほ
せ
ば
す
ぐ

分
る
事、た
が、
内m》
に
用
ゐ
ら
れ
る
表
記
は《nv
に
も
用
ゐ
ら
れ
る
が

《nv
に
用
ゐ
ら
れ
る
表
記
は
非
常に
多
様
で
あ
る
に
込
拘
ら
ず
必
ず
し

も
Amv
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
ない
と
い
ふ
事で
あ
る。
《m}
{n》
の
同

用
よ
り
も《
BVAn》
同
用が
先に
出
現，し
て
AmV《nv
同
志の
単
独

な
同
用
は
あ
ら
は
れ
ない
の
で
あ
る。
《
9V
円AV
の
同
用
は
邸
内つ〔
J山

の
発
生
と
考へ
ら
れ
る
mw
で
あっ
て、
王
朝
文
学
に
お
け
る
「
戒
仙」「
昆

明
池」
「
科
靴」
「
前向建」
な
ど
の
Rnv
の
ウ
表
記
は、
も
し
作
家
を
し

て
点
本
学
者
な
ら
し
め
た
な
ら
ば
「
5」
の
右
に
注
意
符
号を
付
し
た
で

あ
ら
うし、
源
氏
物
語の
「
封じ」
《
司》
を
「
ふ
むじ」
と
書い
て
も

一
向
差
支
は
な
かっ
た
の
で
あ
る。
こ
の
UU〕
が一一音
節
〔
O〕
と
な

る
に
従
ひ
Am}
の
方
も
究
第に
領
域を
狭め
ら
れ
て
卒
安
末
期
に
は

・
《m》
《n》
は一
つ
の
〔
日〕
に
合
流
した
の
で
あフ
たJ
か
く
て
点
木

の
世
界の
音
頭
はい
つ
も
図鑑聞の
菅
額を
剰
戦
し、
図車問の一菅
韻
は
た
え

ず
字
音の
方
を
家
制じ
℃、
相
互
に
相
互
に
密
接
に
交
渉
し
合っ
て
ゐ
た

の
で
あ
る。
従っ
て
仮
名が
発
達
し
運
用し
た
院
政
初
期に
於
け
eる
識
別

が
前
期
と
等
質
的に
同一
で
あ
る
答は
な
く、
《mv
Rnv
の
区
別
は
当

然
《
ndV
に
対
抗
し
た
化
石
的
な
現
象
で
あ
る
か
も
し
れ
ぬ。
故
に
こ
の

期の
「
意
銭
的」
識
別
も
字
音に
開閉
する
限
り
意
識の
方
法
が
変っ
た
ど

け
で
あっ
て、
車
な
る
知
的
分
用と
し
て
音
頭
と
無
関
係に
識する
こ
と

は
出
来
たい。
ハ
台
代
殊に
卒
安
朝の
字
音に
つ
い
て、
安
額
論
は
交
字

論に
穴
都
議ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
致し
方の
ない
事で
あ
ら
5
Y
か
の

承
暦
本
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
は
文
献の
性
質
と
し
て
巌
密
な
もの
で
あ

る
が、
序
文に
於
け
る
「
次
可
知
UV〉
二
種
借
字」
は
従
来の
多
様
な
茨
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記に
対
す
る
撰
者の晶子
問
的
良
心
か
ら
出
た
もの
で、
「
v」
が
《
DV
を

「〉」
が
《nv
を
畑出
は
す
事
を
注
意
し
な
が
ら
《m》
に
つ
い
て
何
も

云
は
な
かっ
た
の
は、
mm》
が
や
は
か一
番
謬
ら
れ
る
率が
少
かっ
た

か
ら
で
あ
ら
う。
法
義
経
思
字に
つ
い
て
は
前に
も
触
れ
た
が、
こ
の
仮

名
注
は
後
筆で
区
別
は
ない
け
れ
ど
も、
反
切に
於い
て
は
区
別
が
あ

る。
小
西
甚一
氏
も一去
は
れ
た
様
に、
こ
の
反
切
が
和
製
で
あ
り
中
薗の

韻
欝
に
依つ
て
ゐ
ない
事
は、
「
欺
詰反」.「
毛吋均
一銭」「
画
…続一M
Y恋反」

「
妄悶
騒い
訪問、」
等
二
三
例
を
あ
げ
た
ど
け
で
も
誇
目
等
位
の
無
視

さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
明
瞭で
あっ
て、
皐
字
総一
七
五
O
例
中、
E
則の

反
切
は
僅か一
割に
満
た
ない。
此
反
切
は
明
覚が
反主田
作
品部
に
於い
て

述べ
た
「
線ν
不ν
得二
師
停-
今
任ニ
周回
見-」
と
い
う
旨の
従
来の
何
物に

も
束
縛
さ
れ
な
い
自
由
な
立
場
か
ら
作
ら
れ
た
もの
で
ゆめ
る
か
ら、
原
著

者
当
時
の
音
韻
識
別の
様
相
が
う
か
￡
へ
ない
と
は
言へ
な
い
の
で
あ

る。
私
は
諮
に
日
本
人
が
吐
き
出
し
た
漢
字
選
ひ
に
よ
り
字
菅
認
識の
欣

態
を
はっ
き
り
と
知る
事が
出
来
る
や
う
に
思
ふ
の
で
あフ
て、
その
分

類の
グ
ル
ー
プ
は
額
鋭の
織
目
よ
り
更
に
集
約
さ
れ
て
を
り、
果
仮
両

指、
止
橋、
蟹
稿、
退
陣附
及
び
流
織の
大
部
分、
数
儒
及
流
障問の一
部

分、
遜
曾
両
嬬、
江
宕
両
横
及
梗
属、
深
威
両
居間、
山
議
両
犠の
九
部
に

分
れ
る
の
で
あっ
て、
《mv
HnV
A
BV
の
這
分
け
は
存
在
する。
し

か
し
例
外
は
こ
れ
に
も
あ
る
の
で
あっ
て、
こ
の
例
外
も
無
牟
茂(叫陀反)

務(
官)
賀(蹴錦)
長
時点)の
六
例
で
誼
橋
文
字が
第二
反
切に
用
ゐ
ら

れ
て
ゐ
る
が、
こ
れ
も
《ウV
と
円
。》
と
の
問
用で
規
則
的で
あっ
て.

hmv
hn》
の
向用
は
な
かっ
た
の
で
あ
る。
明
党の
怒
接
要
訣
に
は

司
法
華等
経

由刊者続ν
之。
わ榊)
回帰字
無
匪
区。
和
音
可ν
云ν
美
町
梁
出ザ

汝
極
反、
和
音
可ν
云-一
子ム
己
と
あっ
て
明
瞭に
・之
を
説
明し
て
ゐ
る。

名
義
抄
等に
み
え
る
和
音
注
成
立の
背
景
を
以
上の
様
に
私
は
考へ
る。

と
も
か
く、一一一
内
扱
菅
が
音
頭の・変
遷
や
意
識の
相
遂に
も
抱
は
ら
ず
平

安
朝
全
般
を
遜
じ
て
存
在し
た
と
い
ふ
事は
正
し
く
疑
へ
ぬ
事
実
で
あ

り、
そ
の
識
別
は
字
音
掌
習
界に
於い
て
和一晋
と
い
ふ
名
骨仰
が
存
する
限

り
保
た
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る。
古
代
図鑑叩が
音
頭の
差の
大
きい
中
園一一音

韻
と
交
渉
接
触
し
た
時、
その
影
響
が
借
入
や
学
習の
自
覚
的
方
法
に
よ

っ
て
行
は
れ
た
跡を
見
る
の
に
利一菅
注
ほ
ど
暗
示の
多い
もの
は
ない。

和一去
が
字一音
史
上
に
現
は
れ
る
の
は、
こ
の
「
自
覚」
の
再
生
に
外
な
ら

ず、
和
音の
変
遷の
程
臨
も
自
ら
原
字一菅の
卒
均
的に
実
現
さ
れ
る
範
囲

に
よっ
て
制
限さ
れ
て
ゐた
の
で
あっ
て、
外
茶話回
接
触に
於
け
る
ニ
室

性
を
よ
く
表
は
し
て
ゐ
る
と
思
ふ。
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四

最
後に、
小
稿に
於い
て
得
ら
れ
た
結
論
は
次の
如
く
で
あ
る。，

一、
和一菅
は
中
閣の
辞
替
韻
警に
依
ら
ず
我
閤
独
自の
様
式
に
従っ
て
表

現
、じ
注
記
さ
れ
た
漢
字詰日で
あ
る。

三、
和呈日
は
焚
一主一同
学
習に
刺
戟さ
れ
て
自
覚し
漢
字一音と
対
抗
し
て
用
ゐ

ら
れ
た
が
元
来
英一菅に
楠
筑
さ
れ
て
育っ
た
もの
で
あ
る
か
ら
其
差
別

は
既に
立
ち
鱗〈
僅か
乍
ら
童璃
抄の
漢
字
注
に
あっ
て
は
統
計に
よ

る
比
率に
於
て
差
異
を
見
う
る
に
す
ぎ
ない。
大
体に
於
て
は、

宣義

抄の
和
音
は
法
華
経
な
ど
併
添
加陣
承の
英一菅と
同一
で
あ
る。

コ一.
和
音の
必
要が
存
在
する
限
R
雪
国闘が
ど
の
様に
変
遷
し
よ
うと
も

一日一
内
鍛
母国の
般別
は
字
埠田
町郎
裁の
生
命
で
あ
り
規
範
で
あっ
犬。



絵

検||音義系
欝
奮の
警の
成
立
は
傍私鉄
殊
に
悉
曇
と
切
り
は
な
し
て

は
考
へ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
り
、

辞
替
が
今
日
の
や
う
な
単
な
る
実
用
便
利
の

み
か
ら
考へ
る
時
は
当
時
の
も
の
を
理
解
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
と
い

ふ
事。
辞
書の
源
流
や
成
立
を
考へ
る
に
当っ
て
その
内
容か
ら
之
を
探

索
す
る
場
合一音
注
の
方
法
に
よっ
て
類
別
す
る
と
き
予
想
外に
的
確
な
る

方
向
が
奥へ
ら
れ
る
と
い
ふ
事。
和一音
に
よっ
て
投
ぜ
ら
れ
る
問
題
は
大

.
きい。
私
は
小
稿
に
於
て
云
ふ
べ
く
し
て
省
略
し
た
多
く
の
事が
気に
か

か
る
が
こ
れ
以
上
は
叉
別
の
論
題
と
し
て
発
表
す
る
折
も
あ
ら
う。
出同
倭

名
抄
に
み
え
る
俗
菅
は
、

仮
名
で
示
し
た
園
璽
菅
で
、

和
音
に
対
立
す
べ

き
漢
字
音
と
し
て品開ずべ
き
で
は
ない
か
ら
弦
で
は
触
れ
な
かっ
た
バ
倫

本

稿
を

草
ナ
る
に

当
り

種
々

有

鋭
い

御

紙

縫
を

添
う
し
た

山
田

孝
雄

先
生

や
、

手

厚
い

御

指
導
を

賜
は。
ヲ

た

遠
藤

嘉

基
池
上

競
造
問

先
生
に

対
し
て

厚
〈
御
礼

申
上

げ
る

次
第
で

あ
る
。

一

九
四
九
・

八
・

三

稿
J

一

九
五
0

・

七
・
一

O

術
、

一

九
五
一
・
一
・

ニ
=一

再

訂
)
。

ー
京
都
府
立
山
披
高
校
教
官
|

類深名義抄にみえる和音訟にづいて
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